
集落活動センターを核とした 
中山間地域の維持、再生の仕組みづくり 

中山間地域対策課 

【資料２】 



 【調査内容】  

 

・実際に地域に入り、集落やコ
ミュニティ活動の実態等につい
て、地区長等の代表者からの聞
き取り調査を実施。 
 

【調査対象】 １，３５９ 集落 

【調査項目】 ６４項目  

【調査期間】 
 Ｈ２３．８月初旬～Ｈ２４年１月末 

【実施方法】 
 調査員や県、市町村等による面会 

集落代表者聞き取り調査 
 

・１，３５９集落の中から、各市町
村と協議し、２～３集落を抽出し
て、アンケート調査を実施。 
【調査対象】 
 抽出した１０９集落の２０歳以上の者 

【調査項目】 
 世帯主 １１項目  個人 ３３項目 

【配布数】 
 ２，６０７世帯（個人５，４７６人） 
【実施方法】 
 集落代表者の協力による個別配布 

世帯アンケート調査 

・H２２国勢調査の結果を踏
まえた市町村や集落ごとの
人口、世帯、高齢化率等に
ついて調査・分析を実施 
 

■調査対象数   ２，５３７集落 
 

■データ内容  

・県、市町村の人口、高齢化率の 

 推移 

・集落数の推移 

・世帯規模別、人口増減別、世帯  

 数増減別、高齢化率から見た集  

 落の推移 
  

※昭和３５年から５年毎に定期的に調査 
 

少子高齢化や過疎化が著しく進行する中山間地域の実態調査を行うことで、中
山間地域の実情や住民の思いを知り、本県の中山間対策を推進する。   

・中山間地域を基本として、５０世帯未満の集落を対象に実施  
  （調査項目により、２段階で集落の実態や課題、住民の思いを把握） 
 【調査内容・・・・・集落活動、生活（生活環境、安心安全）、産業振興】 

（従来から行ってきた調査） （今回、新たに実施した調査） 

集落活動センターを核とした中山間地域の維持、再生の仕組みづくり 
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■集落調査の概要 
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集落データ調査 集落実態調査 



○集落調査から、人口や世帯の減少、高齢化の進行により様々な課題が浮き彫りに 
  ・産業や地域づくりの後継者不足  ・コニュニティ活動の衰退  ・一人暮らしによる健康面での不安 
  ・生活環境の悪化（生活物資、移動手段の確保等） ・基幹産業である第一次産業の衰退  
  ・現金収入の減少   ・野生鳥獣による被害の増大など 
 
 
 

 中山間地域で引き続き暮らしていくことが困難な状況 

複雑化 多重化 
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■集落調査から見えてきたこと 

①ある 
504 

37.1% 
②ない 

855 

62.9% 

(n=1,359) 

●集落内で住民主体により活動する団体の有無 

●今後（おおよそ10年後）の集落の姿、様子 
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①今より活性化していると思う 

②集落全体が衰退していると思う 

③集落内の一部の地域が消滅していると思う 

④集落が消滅している恐れがあると思う 

⑤このまま変わらない 

⑥わからない 
(n=1,359) 
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その一方で 

「地域への誇りと愛着を持って、集落どうしで助け合いながら、引き続き住み続けたい」 といった住民の皆さまの思いを確認 

  

 
これまで、生活、福祉、産業、防災などの分野で個々に進めてきた活動を地域が一丸となって総合的に推進することで、そ
れぞれの地域が抱える課題やニーズに応じ、地域住民、地域団体、市町村、県が一体となって取り組みの推進 
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中山間の絆のネットワークの構築 

●集落への「愛着」や「誇り」 

集落に対する「愛
着」や「誇り」につ
いて、 

93.0％ 
の集落で、 
「感じていると思う」
と回答。 

集落に住んでいる方の
うち、 

76.7％ 
の方が、 
「住み続けたい」と 
回答 

 

●今後も住み続けたい 

●近隣の集落との連携 

集落の活動、伝統行
事やイベント等につ
いて、 

94.2％の集落で、 

「既に行っている」、
「今後、行いたい」と
回答。 

Ｉターン移住者の「受け入
れ」について、 

 68.9％の集落で、 

「受け入れたい」と回答 

●Ｉターン移住者の受け入れ 
（移住への受け入れ意向） 
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支援 

⑦交流・定住サポート 

③安心・安全サポート 

②生活支援サービス 

集落活動の拠点 

集
落 

集
落 

集
落 

⑨特産品づくり・販売 

①集落活動サポート 

⑪その他の活動 
⑥鳥獣被害対策 ⑤防災活動 

④健康づくり 

⑩エネルギー資源活用 

⑧農産物等の生産、販売 

旧小学校区単位を想定 
（集落連携による活動） 

 地域住民が主体となって、旧小学校や集会所等を拠点に、地域外の人材等を活用しなが
ら、近隣の集落との連携を図り、生活、福祉、産業、防災などの活動について、それぞれの地
域の課題やニーズに応じて総合的に地域ぐるみで取り組む仕組み 

高知ふるさと応援隊 

仕組みづくりの推進役 

集 落 活 動 セ ン タ ー 

市町村 
県 

【支援チーム】 
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■中山間の絆のネットワークの核となる集落活動センターの取り組み 

地域団体 
（社協・商工会等） 

地域の事業者 

支援 4 
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【補助内容】 
 ①集落活動センターの設置に向けた初期投資（ハード・ソフトとも）への支援 
 ②センターの設置や運営に係る活動従事者（高知ふるさと応援隊）の人件費を含む活動費への支援 
【補助事業者】  市町村  
【事業実施主体】  ①：市町村及び集落、地域団体、ＮＰＯ法人等     ②：市町村 
【補 助 率】   市町村事業費の１／２以内   【補助上限】       ①：１０,０００千円/１箇所 
【補助期間】    最長３年間                          ②： １,０００千円/１人 

 予定地区の住民や市町村等を対象に集落活動センターの立ち上げや運営に関する研修会を開催 

 集落活動センターの運営について、総合的に助言を行う県のアドバイザー等を導入(６名を委嘱） 

 【集落活動センター支援チーム（センター別支援チーム）】 
  平成２４年度に立ち上げる集落活動センターごとに支援チームを編成し、全庁を挙げた支援を実施 
   
 （構成メンバー） 
   中山間地域対策課担当者、地域支援企画員を中心に、関係課・関係出先機関の担当者等 
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■集落活動センターへの支援内容 
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■事例：集落活動センター「汗見川」による集落維持の仕組み 

 地域住民が主体となって、汗見川ふれあいの郷 清流館を拠点に、集落の連携のよる既存活動
のﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟや新たな活動の実施をつうじて、次世代の人材を確保し、集落での活動をいつまで
も続けられる魅力ある集落を目指す。【平成２４年６月１７日 開設】 

★特産品づくり・販売 

★人口交流・体験 

★鳥獣被害対策 

★生活支援サービス 

★安心・安全サポート 

★防災活動 

集落活動センター 
「汗見川」 

集落活動の拠点 

「汗見川ふれあいの郷 清流館」 

連携する６集落（１０４世帯：２１６人） 
【立野・坂本・屋所・沢ヶ内・瓜生野・七戸】 

シソジュース 

手打ちそば 

森のおきゃく 本山町役場 高知県庁 
【支援チーム】 

支 援 

仕組みづくりの推進役 

【本山町ふるさと応援隊】 

運営主体・体制 
【運営主体】 
 汗見川活性化推進委員会 
【運営体制】 
・委員会の部会長、世話役 
・本山町ふるさと応援隊（高知ふるさと応援隊） 

※役場、地域支援企画員が共同でサポート 

目 的 
●集落の維持 
●将来の担い手となる人材の確保、育成 

・充実、強化を図った活動の実施 
・新たな特産品づくり 
  → 山菜・シカ肉等の活用 

・充実、強化を図った活動の実施 
・新たな交流イベントや体験メニュー 
 の実施 → 登山ツアー等 

・地域防災体制の充実 
・ヘリポートの活用 

・見守り活動など高齢者を地域
で支える仕組み 

・買い物支援など高齢者を地域
で支える仕組み 

・シカ肉の活用 

３年後のイメージ 

★農産物等の生産、販売 

・薬草の栽培等 
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◎中山間対策は、「待ったなし」の状況 

  この１０年間がポイント・・・１０年後では、手遅れとなってしまう 
                   （人口減少、高齢化の更なる進展により、集落が衰退、消滅の恐れ）  

          １０年後を見据えた仕組みづくりが不可欠  

・集落活動センターの立ち上げ計画 
  【平成２４年度】  １１ヶ所    【１０年間】  １３０ヶ所が目標 
                                    ※市町村の意見、要望を反映 

・高知ふるさと応援隊の導入計画  
                         【１０年間】  １，０００人導入が目標 
                                     ※３人程度×３４市町村×１０年間 

集落活動センターを核とした中山間地域の維持、再生の仕組みづくり 

■これからの展望 

                中山間地域の課題解決の拠点 
 （産業づくり、地域の支え合い、福祉活動、防災・防犯、エネルギー資源活用など） 

県の施策を重点投資 

・あったかふれあいセンター、ヘリポート、新エネル
ギー、移住促進交流・観光、特産品づくりなどの
施策の重点的な導入 

県のビジョン等と連携 

・「産業振興計画」、「日本一の健康長寿県構
想」等の基本政策や、南海地震対策との重点プ
ロジェクト等とのタイアップ 

飛躍への挑戦！
高知県産業振興計画
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